
jお

明
板
珊
府
元
亀
に
就

い｀

で

　
　
　
　
　
　
　

内

　
　
　

容

一
、
冊
府
元
ぬ
概
要

　

二
、
流
傅
概
略

　

三
、
明
刊
本
曼
裁

　

四
、
明
刊

本
の
二
大
別
と
相
互
関
係

　

五
、
康
煕
・
乾
隆
重
刊
本

　

六
、
書
肆
に
就

い
て
、

　
　
　
　
　
　
　

一

　

冊
府
元
亀
一
千
春
は
文
苑
華
英
や
太
平
御
萱
等
と
共
に
宋
代
に

編
纂
さ
れ
た
類
書
の
最
大
な
る
も
Ｏ
Ｘ
一
で
あ
る
。
此
の
書
の
員

價
に
就
い
て
は
、
夙
に
學
者
の
認
め
て
ゐ
る
所
で
あ
り
、
内
藤
虎

次
郎
博
士
も
「
冊
府
元
喩
は
大
値
唐
以
前
０
歴
史
に
於
て
は
、
多

く
は
正
史
を
抜
１
　
き
し
た
に
過
ぎ
ぬ
か
ら
、
大
し
た
價
値
は
無
い

け
れ
ど
も
、
唐
か
ら
五
代
に
掛
け
て
は
訟
程
値
打
０
あ
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

あ
る
こ
と
は
、
前
々
か
ら
専
門
家
が
認
め
て
ゐ
る
」
と
言
は
れ
、

杉
本
直
治
郎
氏
も
唐
五
代
史
に
闘
す
る
史
料
的
見
地
か
ら
、
や
は

り
博
士
と
伺
意
見
を
建
べ
て
ゐ
ら
れ

心
０
　
而
し
唐
五
代
史
以
前
の

宇

　

都

　

宮

　

清

　

吉

事
に
闘
し
て
も
、
今
日
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

る
書
物
か
、
恐
ら
く
宋
代
０
員
形
の
ｔ
ｘ
引
用
さ
れ
て
ゐ
た
り
、

又
南
北
朝
時
代
の
各
朝
代
史
で
今
日
閥
文
と
な
っ
て
最
早
や
補
ふ

に
術
な
き
史
賞
が
、
や
は
り
引
用
文
と
し
て
元
亀
中
に
残
っ
て
ゐ

た
り
す
る
０
九
、
此
０
鮎
か
ら
考
へ
れ
ば
、
元
亀
は
唐
以
前
の
史

料
と
し
て
も
相
営
の
價
値
を
持
っ
た
書
籍
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
が

出
来
る
で
あ
ら
う
。

　

冊
府
元
駒
の
縁
起
に
闘
し
て
は
、
已
に
杉
本
直
治
郎
氏
が
可
成

り
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
通
り
、
宋
の
異
宗
の
景
徳
二
年
九
月

よ
り
大
中
祚
符
六
年
八
月
に
至
る
凡
そ
八
年
の
日
子
を
費
し
て
、

王
欽
若
・
楊
億
等
が
勅
を
奉
じ
て
編
纂
し
た
勅
撰
書
で
あ
り
、
叉

な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
は
先
づ
無
い
と
恩
ふ
。
た
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ゞ
氏
が
今
日
我
が
邦
の
静
嘉
堂
文
庫
に
残
存
す
る
宋
板
元
亀
ｏ
鍵

巻
、
及
び
識
琴
銅
剣
棲
蔵
書
目
に
録
せ
ら
れ
て
ゐ
る
五
巻
一
冊
の

宋
板
本
を
以
つ
て
、
南
宋
特
に
孝
宗
以
後
刊
本
な
ら
ん
と
考
へ
て

ゐ
ら
れ
る
鮎
が
猶
ほ
私
の
疑
問
を
存
す
る
所
で
。
他
日
便
宜
を
得

て
詳
細
に
究
明
し
て
見
度
い
と
考
へ
て
ゐ
‰

　

註

　

①
内
藤
虎
次
郎
著

　

研
幾
小
録
Ξ
Ξ
六
頁
、

　

③
史
學
研
究
第
七
巻
第
二
胱
。
杉
本
直
治
郎
著
内
閣
文
庫
所
敲
の
冊
府

　
　

元
島
の
刊
本
と
寫
本
、

　

③
例
へ
ぼ
崔
鴻
撰
の
十
六
國
春
秋
は
、
北
宋
に
於
て
已
に
亡
ぴ
た
書
物

　
　

で
あ
り
、
現
今
の
通
行
単
行
本
は
、
屠
喬
孫
の
儒
本
で
あ
る
と
四
庫

　
　

全
書
總
目
巻
六
十
六
に
見
へ
て
ゐ
ろ
。
然
る
に
元
島
奉
使
部
巻
六
百

　
　

六
拾
壹
守
節
の
部
に
は
、
後
燕
の
梁
深
が
秦
に
聘
し
た
記
事
が
あ
り
、

　
　

此
の
十
六
國
春
秋
巻
三
十
二
と
殆
ど
同
一
で
あ
る
。
通
行
本
が
果
し

　
　

て
俑
で
あ
ゐ
か
具
で
あ
ゐ
か
は
別
問
題
と
し
て
も
。
少
く
も
元
島
に

　
　

引
用
し
て
あ
ゐ
十
六
國
春
秋
の
文
は
明
か
に
北
宋
時
代
の
侭
本
に
擦

　
　

つ
む
も
の
で
あ
ゐ
。

　

④
例
せ
ぼ
通
行
本
南
脊
書
巷
五
八
の
東
夷
百
済
傅
は
、
初
め
の
部
分
が

　
　

侠
文
に
な
つ
て
ゐ
て
今
日
そ
の
貝
文
を
見
ろ
こ
と
ぱ
不
可
能
で
め
ろ
。

　
　

然
ろ
に
丁
度
此
の
部
分
の
一
部
に
相
雷
す
耳
き
記
事
が
一
冊
府
元
島
巻

　
　

九
百
六
十
三
の
南
斉
永
明
八
年
の
條
に
引
か
れ
て
ゐ
ろ
。
而
し
て
少

　
　

く
も
前
後
の
場
合
か
ら
考
へ
て
、
元
森
の
此
の
條
は
必
ず
や
南
斉
書

　
　

の
同
文
に
な
つ
て
ゐ
ゐ
部
分
か
ら
引
用
さ
れ
む
も
の
と
考
へ
な
け
れ

　
　

ぼ
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
斯
ゐ
例
は
朝
鮮
總
督
府
登
行
の
朝
鮮
史
第
一
編

　

第
三
者
支
那
史
料
の
最
中
に
相
富
見
へ
て
ゐ
る
。

④
杉
本
直
治
郎
前
掲
雛
文
二
百
四
十
三
頁
－
二
百
四
十
五
頁

　

參
看
。

④
史
學
研
究
第
七
者
第
一
読
所
載
杉
本
直
治
郎
著
安
南
と
朝
衡
十
二
。
四

　

十
二
頁
一
四
十
四
頁

　

及
び
前
掲
論
文
二
百
四
十
五
頁
―
二
百
四
十

　

六
頁
参
看
。
狽
は
昭
和
八
年
十
一
月
音
行
の
静
嘉
堂
文
康
宋
刊
本
展

　

梵
會
陳
列
書
解
誕
二
十
五
頁
一
二
十
六
頁

　

參
考
。

　
　
　
　
　
　

ニ

　

冊
府
元
亀
は
其
の
巻
映
が
非
常
に
鴻
大
で
あ
る
鴛
め
北
宋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

刊
本
以
来
南
宋
時
代
に
も
新
刊
監
本
が
刊
行
さ
れ
て
ゐ
る
け

の
初

れ
ど

も
、
そ
の
流
傅
は
廣
く
な
か
っ
た
と
見
へ
て
明
季
黄
國
心
ご
共
に

苦
心
元
亀
の
校
合
に
営
っ
た
文
翔
恥
で
さ
へ
、
絶
え
て
刊
本
０
元

鶏
を
眼
に
す
る
機
會
に
巡
り
會
は
ず
、
明
刊
元
亀
０
叙
文
に
は
。

　
　

惟
冊
府
元
他
聞
年
六
百
。
止
一
寫
本
。
互
相
抄
傅
。

と
言
っ
て
ゐ
る
。
明
季
ま
で
普
通
に
は
刊
本
元
他
が
行
は
れ
ず
、

主
と
し
て
抄
本
の
形
を
以
っ
て
流
傅
し
た
こ
と
は
争
は
れ
ぬ
事
変

で
、
現
今
で
も
そ
の
遺
物
が
残
存
し
、
私
の
見
た
だ
け
で
も
我
邦

に
は
四
通
り
０
明
抄
元
亀
が
読
本
な
く
し
て
存
在
す
る
の
で
あ

④る
。
文
翔
鳳
・
黄
國
埼
用
人
の
校
合
刊
行
し
た
明
刊
木
元
亀
も
勿

論
其
の
底
本
は
一
種
０
寫
本
で
あ
っ
て
、
成
都
の
人
楊
惧
が
手
校

を
紬
し
た
内
府
抄
本
に
擦
っ
た
の
で
あ
心
０
　
此
の
明
刊
本
は
文
翔

-37-



1３８

鳳
叙
・
黄
國
埼
崇
禎
壬
午
序
に
よ
れ
ば
、
相
富
苦
心
を
彿
っ
て
刊

刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
未
だ
く
内
容
的
に
所
謂
魯

魚
帝
扁
の
謬
極
め
て
多
く
、
他
の
抄
本
や
就
中
宋
刊
本
と
の
校
合

を
経
ず
し
て
は
、
決
し
て
信
用
し
得
な
い
部
分
が
相
営
に
多
い
の

　
　
　

④

で
あ
る
。

忿こ

II㎜・①
杉
本
直
治
郎
著
内
閣
文
庫
所
蔵
の
冊
府
元
ａ
の
刊
本
と
寫
本
二
百
四

　

十
五
頁
。
又
鉄
琴
銅
剣
格
宋
金
元
本
書
影
中
。
宋
本
書
影
子
部
四
十

　

六
に
牧
め
ら
れ
む
十
三
行
本
冊
府
元
愈
第
二
百
四
十
九
巻
は
新
刊
監

　

本
珊
府
元
愈
と
刻
し
て
あ
り
恐
ら
く
南
宋
時
代
の
新
刻
の
板
本
で
も

⑦
江
西
通
志
（
光
緒
六
年
刊
）
巻
七
十
一
。
人
物
志
瑞
州
府
の
項
。
國
朝

　

の
條
に
よ
れ
ぼ
、
新
昌
狐
志
を
引
い
て
王
國
時
字
石
公
。
新
昌
人
。
明

　

巣
蹟
進
士
授
建
陽
令
。
政
倚
寛
仁
。
歳
侵
梢
俸
。
建
倉
積
穀
。
以
備

　

賑
隣
邑
。
浦
城
巨
寇
数
萬
剽
掠
三
省
。
國
埼
時
構
浦
事
。
用
奇
計
降

　

之
。
邑
以
寧
。
雨
畢
卓
異
。
調
叫
東
滋
陽
。
甲
申
二
月
召
對
将
旨
。

　

特
授
吏
科
給
事
。
尋
以
母
病
齢
。
後
終
身
不
仕
。
僑
寓
金
陵
。
年
七
十

　

八
卒
、

　

と
あ
ろ
。
王
國
琲
は
正
に
黄
鯛
跨
の
誂
で
あ
ゐ
。
明
刊
本
の
文
翔
鳳

　

の
叙
に
庚
申
親
晋
學
。
以
石
公
黄
子
同
西
云
々
と
あ
り
、
又
後
で
ｍ

　

べ
≪
）
ｍ
に
Å
順
本
に
腸
す
ろ
明
刊
本
に
は
各
巻
毎
に
知
建
陽
賑
事
臣

影
國
琲
較
祥
と
あ
り
。
徐
菖
の
小
臍
紀
年
老
四
。
崇
頑
甲
申
年
一
請

壬
子
の
條
に
は
。
壬
子
。
関
賊
設
儒
官
。
授
明
降
臣
職
。
中
略
。
新
昌

べ
ろ
穣
に
Å
類
本
に
腸
す
ろ
明
刊

　

○
○
○

黄
國
踏
授
偉
揚
州
府
尹
云
々
と
あ
り
、
明
刊
元
羞
の
黄
國
踏
再
言
に

　
　
　
　
　
　
　

Ｃ
Ｃ
Ｃ
ｏ
　
ｏ
　
ｏ
　
０
０
０

　

０
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

は
泣
（
崇
頑
）
甲
申
春
余
召
對
中
左
門
。
将
自
呈
復
痛
時
之
巳
煉
傷
哉
。

　

と
あ
り
、
江
西
通
志
に
所
謂
王
國
埼
が
黄
國
埼
の
睨
む
ろ
は
明
白
で

　

あ
ろ
ｏ
此
の
人
は
文
翔
鳳
の
叙
に
よ
れ
ぼ
、
辛
酉
（
天
啓
元
年
）
以
後

　

文
氏
か
指
導
者
と
し
て
苦
心
元
島
校
合
の
こ
と
に
あ
れ
っ
む
。

③
文
翔
鳳
は
銭
謙
益
の
列
朝
詩
集
丁
集
巻
十
六
に
よ
れ
ば

　

翔
鳳
字
天
瑞
三
水
人
。
］
萬
歴
庚
戌
進
士
。
険
莱
陽
知
盛
。
調
伊
駆
。
遷

　

南
京
吏
部
主
事
。
以
副
使
提
學
山
西
。
入
弧
光
縁
少
卿
。
不
赴
卒
於
家
。

　

と
あ
り
、
明
刊
元
島
の
文
叙
の
終
り
に
は
「
魏
太
青
」
と
言
ふ
印
が
印

　

刷
し
て
あ
る
。
文
氏
は
相
富
の
文
學
者
で
、
五
朝
小
脆
第
九
十
九
恢

　

に
は
彼
の
雲
夢
薬
渓
談
（
叉
績
庶
卵
勁
第
十
四
所
収
）
、
績
溌
卵
局
第

　

三
十
八
に
は
朝
京
打
馬
格
、
皇
明
十
六
家
小
品
に
は
文
太
青
先
生
小

　

品
等
の
諸
作
品
あ
り
、
列
朝
詩
集
に
は
詩
も
相
富
集
め
ら
れ
て
ゐ
ろ
。

　

黄
國
琲
と
既
非
常
に
親
密
な
ろ
交
際
あ
り
、
列
朝
詩
集
閏
集
四
に
文

　

太
青
妻
武
氏
附
郡
氏
事
蹟
と
題
し
て
翔
鳳
の
後
妻
郡
氏
の
小
傅
を
記

　

し
、
末
一
尾
に
同
傅
の
作
者
が
黄
國
碕
よ
り
郵
氏
の
後
事
を
依
頼
ゼ
ら

　

れ
む
こ
と
を
叙
し
て
ゐ
ろ
。
曰
く
。
江
右
黄
國
碕
石
公
太
青
之
桓
譚

　

也
。
告
予
（
弧
氏
傅
作
者
）
以
郡
氏
後
事
。
云
々
。
と
雨
者
の
開
係
以

　

っ
て
知
ろ
可
き
で
あ
ろ
。
１
　
府
元
森
の
校
合
に
就
い
て
は
黄
國
踏
が

　

其
の
再
言
の
中
で
。
劈
頭
第
一
に
、

　

挟
是
書
之
偏
業
者
。
余
奥
太
青
師
也
、

　

と
太
書
し
辛
酉
（
天
啓
元
年
）
以
来
辛
巳
（
崇
頑
十
四
年
）
に
至
ろ
二
十

　

年
間
師
太
青
と
共
に
校
合
に
苦
心
し
れ
次
第
か
述
べ
て
ゐ
ろ
。
正
に

　

文
翔
鳳
の
叙
文
と
相
表
裏
す
ろ
記
述
で
あ
ろ
。

④
一
は
内
藤
虎
次
郎
博
士
所
蔵
本
。
二
は
静
嘉
堂
所
蔵
本
。
Ξ
及
ぴ
四

　

は
内
閣
文
庫
所
蔵
本
で
あ
る
。
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④
楊
惧
は
明
史
巻
百
九
十
二
に
、

　

楊
慎
字
用
脩
新
（
Ｂ
類
本
元
巍
所
載
蔵
本
姓
氏
作
成
。
）
都
人
。
中
略
。

　

嘉
靖
十
三
八
年
七
月
卒
。
年
七
十
有
二
。
゜
惧
幼
警
敏
十
一
歳
能
詩
。

　

十
二
擬
作
古
戦
場
文
過
秦
論
。
長
老
驚
異
。

　

と
あ
り
、
彼
と
珊
府
元
戯
と
の
開
係
は
文
翔
鳳
の
叙
に
、

　

余
童
卿
。
聞
楊
公
用
脩
畜
此
書
（
元
血
）
。
Ｒ
総
督
正
。
公
歿
書
末
知

　

所
錨
。
庚
戌
（
萬
歴
三
十
八
年
）
第
後
。
中
略
。
又
遅
十
年
。
而
竟
得

　

之
。
と
あ
る
。
彼
の
所
蔵
の
元
疆
は
、
Ｂ
類
本
明
板
元
偽
に
挿
入
さ

　

れ
て
ゐ
る
蔵
本
姓
氏
の
項
に
（
蔵
本
姓
氏
に
就
て
は
四
七
頁
及
同
註
八

　

參
看
）
よ
れ
ぼ
、
内
府
抄
本
で
お
つ
む
。
こ
れ
が
文
氏
の
有
に
賠
し
む

　

の
は
萬
歴
三
十
八
年
後
十
年
鍵
て
か
ら
で
萬
瀬
の
末
年
に
富
乙
。
さ

　

れ
ば
文
黄
雨
氏
が
此
の
本
の
校
合
を
始
め
た
の
は
天
啓
元
年
辛
酉
の

　

年
で
め
ゐ
か
ら
、
雨
氏
瓦
楊
本
を
入
手
と
同
時
に
其
の
校
合
に
若
手

　

し
む
の
で
あ
ろ
。

④
元
戯
の
部
門
總
数
考
及
び
目
録
の
部
分
の
本
文
と
の
校
合
は
、
已
に

　

岡
本
況
脊
の
逍
稿
舒
府
元
魏
顛
末
孜
（
静
嘉
堂
蔵
本
）
に
相
常
企
て
ら

　

れ
て
ゐ
ゐ
が
、
最
近
民
國
の
陳
鴻
飛
と
言
ふ
人
も
其
れ
を
儒
し
、
相

　

雷
見
ろ
可
き
も
の
が
Ｖ
？
≪
J
。
（
文
華
圖
書
館
學
専
科
學
校
季
刊
第
五
倦

　

第
一
期
所
牧
冊
府
元
仙
引
得
參
看
）
而
し
内
容
本
文
の
校
合
は
未
沁
行

　

は
れ
ず
甚
び
潰
憾
と
す
可
き
で
あ
ろ
。
最
近
来
板
元
戯
の
影
印
本
が

　

四
部
叢
刊
の
一
部
と
し
て
出
刊
さ
れ
ろ
相
で
め
ろ
が
、
そ
れ
か
期
と

　

し
で
せ
め
て
宋
明
雨
刊
本
の
校
勘
記
が
作
製
ぜ
ら
れ
む
ら
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　

Ξ

此
の
小
篇
は
上
に
述
べ
た
様
な
諸
鮎
に
就
い
て
考
研
す
る
の
が

目
的
で
は
な
い
。
専
ら
今
日
普
通
に
行
は
れ
て
ゐ
る
所
謂
崇
禎
明

刊
本
、
及
び
そ
０
重
刊
本
に
就
い
て
二
三
気
付
い
た
猫
を
述
べ
、

そ
れ
等
０
聞
に
何
ら
か
の
系
統
を
た
て
ｘ
見
や
う
と
す
る
に
止
・
ｔ

る
ｏ

　

冊
府
元
鰭
の
明
刊
本
は
我
々
０
知
見
す
る
限
り
二
種
あ
る
莫
友

芝
の
鄙
亭
知
見
傅
本
書
目
聡
十
に
よ
る
と
。

　
　

誓
哭
ｓ
一
泰
賢
詔
娑
詞
一
梵

と
あ
j
C
＼
、
謂
所
崇
禎
明
刊
本
は
牛
頁
十
行
ｏ
本
で
あ
る
が
、
別
に

莫
氏
に
従
へ
ば
串
頁
八
行
の
明
刊
冰
も
存
す
る
様
で
あ
る
。
此
の

本
は
如
何
な
る
も
の
-
ｆ
３
私
は
現
変
に
眼
に
し
た
こ
と
が
な
い
。
莫

氏
ｏ
言
つ
て
ゐ
る
右
ｏ
二
種
ｏ
明
刊
本
の
中
、
我
貪

刊
本
と
言
つ
て
ゐ
る
も
の
は
、
崇
雅
壬
午
刊
の
そ
れ
で
あ
る
。
此

の
小
篇
で
取
扱
ふ
明
刊
本
は
、
此
の
崇
禎
壬
午
明
刊
本
及
び
そ
ｏ

再
刊
、
三
刊
以
後
刊
の
諸
本
で
あ
る
。

　

私
０
親
し
く
観
察
す
る
こ
と
の
出
来
た
明
刊
本
元
駒
は
、
別
表

に
示
し
た
様
に
六
１
　
類
で
あ
る
。
中
で
内
閣
文
庫
本
（
四
万
）
の
書

番
一
四
一
八
琥
四
五
八
六
就
、
五
三
四
五
就
は
杉
本
氏
も
已
に
明

刊
本
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
私
も
明
刊
本
と
認
め
て
差
支
な
い

と
確
信
す
る
。
但
し
一
四
一
八
琥
元
亀
が
果
し
て
杉
本
氏
の
言
は

れ
る
様
に
、
崇
頑
壬
午
刊
本
で
あ
る
か
否
や
は
後
で
建
べ
る
こ
Ｌ
’
』

-４39-
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ｘ
す
る

旬
近
衛
家
か
ら
京
都
帝
國
大
學
に
寄
託
さ
れ
て
ゐ
る
所
謂

近
衛
本
の
中
に
あ
る
元
駒
と
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
元
駒
は
殆
ど

同
じ
値
裁
の

明
刊
本
で
あ

る
。
た
ゞ
静

嘉
堂
木
に
は

見
返
し
に
別

掲
寫
貢
の
様

な
部
分
が
訣

如
し
、
叉
近

衛
本
に
は
掲

帖
の
年
月
を

記
し
た
一
葉

が
落
丁
し
て

ゐ
る
が
、
扉

嘉
堂
本
に
は

之
が
完
備

し
、
崇
禎
拾

五
年
拾
壹
月

（
Ｂ
類
本
右
傍
空
白
）

０
書
香
四
五
八
六
琥
及
び
五
三
四
五
琥
は
仝
ぐ
同
一
の
書
物
で
些

も
異
つ
た
鮎
を
見
出
さ
ぬ
。
羽
田
博
士
が
所
蔵
さ
れ
て
ゐ
る
元
飽

季
少
文
先
生
黎
χ

吋

し返見冊一第砲元府珊蔵所庫文衛近

は
、
本
来

有
る
可
き

第
一
冊
目

の
見
返
し

が
脱
落

し
、
叉
冊

府
元
懇
健

考
は
後
人

０
抄
補
に

成
や
、
そ

の
順
序
も

内
閣
本
の

四
五
八
六

琥
。
五
三

四
五
奴
等

と
異
っ
て

繁
昌

-

－40
●

費
府
フ
ダ
二
ｙ
‥
宋
分
徳
中

一
十
七
号
ト

繍
堂
柿

（
―
類
本
朱
印
ナ
シ
）

日
試
監
察
御
史
加
一
級
加
俸
一
級
李
嗣
京
と
な
つ
て
ゐ
る
。
関
本

の
項
の
前
に
置
■
≪
れ
て
ゐ
る
が
、
恐
ら
く
こ
れ
は
前
記
二
閣
本
と

競;
≒ｽ
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同
一
の
系
統
の
刊
本
で
あ
り
、
前
述
の
考
披
０
抄
補
は
何
等
ｅ
-
理

由
に
よ
る
か
判
断
し
愛
ね
る
け
れ
ど
も
、
蔵
本
姓
氏
と
０
位
置
Ｏ

顛
倒
は
明
か
に
後
人
０
落
度
に
出
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

　
　

。

　

そ
こ
で
以
上
六
種
の
刊
本
は
大
慶
こ
れ
を
三
つ
の
大
き
な
類
に

十
行
水
明
刊
珊
府
元
島
酸
裁
略
表

分
け
て
考
へ
る
こ
と
が
出
る
。
圖
表
に
示
し
た
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
三

段
の
分
類
は
そ
の
略
で
あ
る
。
以
下
圖
を
基
に
し
て
論
を
進
め
や

★

　

６

　　　

５

　　　

４

　　　

３

　　　

２

　　　

１

　

べみひ

.■ ,― .一一

　　　　　　

冊

　

掲李

　

李

　

静近。、

　　　　　　

府

　

帖嗣

　

嗣

　

本本静近

　　　　　　

元

　　

京

　

京

　

見見

　　　　　　

砲

　　

崇

　

崇

　

返返－

　　　　　　

考

　　

禎

　

禎

　

しし箭

　　　　　　

櫨

　　

十

　

壬

　

無有

　

衛．Ａ

　　　　　　　　　

五

　

午

　　　　

、ｇ

　　　　　　

奮

　　

年

　

序

　　　

｀

　　　　　　

聚

　

と

　　　　　　

逍

　　　

月

　　　　　　　　

本本

一一一一一一一一

　

冊

　

蔵

　　

黄

　　

黄

　　

文

　　

見

　

粛）

　

府

　

本

　　

國

　　

國

　　

翔

　　

返

　

本

　

元

　　

姓

　　

Ｉ碕

　　

跨

　　

鳳

　　　

し

　　

五四

　

｡､鞠

　

氏

　　

無

　　

崇

　　

無

　　

有

　

黄考

　　

等

　　

年

　　

禎

　　

年

　　　　　

三五

　

國捺

　　　　　

競

　　

壬

　　

読

　　　　

一四八

　

笹

　　

回E

　

ぶ

　

“

　　

品

……………-……-……………………………………………………………Ｂ

　

蔵

　　

冊

　

黄

　　

黄

　　

文

　　

見

　

首）

　

本

　　

府

　

國

　　

國

　　

翔

　　

返

　

姓

　

♀元

　

碕

　　

綺

　　

鳳

　　

し

　

氏

　

抄麹

　

無

　　

崇

　　

無

　　

無

　

等

　　

芸考

　

年

　　

禎

　　

年

　　　　　

田

　　　

國攘

　

凱

　　

壬

　　

琥

　　　

跨

　　　

再

　　

午

　　

叙

　　　

述

　　　

言

　　

序

　　　　　　　　

本

一一一一

　

一一

　

冊

　　

黄

　　

黄

　　

李

　　

文

　　

見

　

府

　　

國

　　

國

　　

嗣

　　

翔

　　

返

　

閣

　

元

　　

埼

　　

埼

　　

京

　　

鳳

　　

し

　

本

　

麹

　　

無

　　

崇

　　

崇

　　

無

　　

無

考

　　

年

　　

鎖

　　

禎

　　

年

　　　　

‾

　

捷

　

銃

　

壬

　

壬

　

銃

　　　　

四

　

Ｃ

　　　

再

　　

午

　　

午

　　

叙

　

黄

　　

言

　　

序

　　

序

　　　　　　　

‾

　

阿

　　　　　　　　　　　　　　　

八

　

埓

　

述

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

銃

－41－
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第
一
に
表
紙
の
見
返
し
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
本
来
ど
Ｏ

　

刊
本
に
も
、
そ
の
第
一
冊
目
に
は
備
は
つ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

　

も
の
で
あ
ら
う
。
而
し
静
嘉
堂
本
、
閣
本
一
四
一
八
琥
及
び
羽
田

　

本
に
は
何
れ
も
訣
失
し
て
ゐ
る
。
今
見
返
し
の
あ
る
近
衛
本
と
圖

　

表
Ｂ
類
（
い
）
の
そ
れ
を
比
較
し
て
見
る
と
、
次
０
鮎
に
相
異
の
存

　

す
る
の
に
気
が
付
く
。
印
ち
（
イ
）
雨
者
０
見
返
し
中
央
に
大
書
し

　

て
あ
る
冊
府
元
爾
の
楷
書
、
及
び
左
傍
下
部
に
あ
る
五
繍
堂
梓
の

　

文
字
が
、
全
然
同
一
の
板
木
に
よ
つ
て
印
刷
さ
れ
て
ゐ
る
に
も
開

　

ら
す
、
近
衛
本
の
右
傍
上
部
に
存
す
る
李
少

七
四
七
生
皆
正
と
言
ふ

　

文
字
の
み
が
Ｂ
類
（
い
）
の
方
に
は
１
　
然
削
除
さ
れ
、
室
白
の
ま
ｋ

　

と
し
て
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
（
こ
近
衛
本
の
方
に
は
、
左
傍
上
部

　

に
冊
府
一
書
云
々
と
言
ふ
李
少
文
謹
識
の
文
章
が
刻
さ
れ
た
朱

心

　

が
一
穎
押
捺
し
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
序
文
類
に
関
し
て

。
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
就
い
て
も
特
に
気
付
く
こ
と
は
（
イ
）
Ａ
類
本

　

に
は
一
切
文
翔
鳳
・
黄
國
綺
の
叙
及
び
序
文
・
再
言
の
類
が
姿
を
見

　

せ
す
パ
こ
そ
れ
に
反
し
て
Ａ
類
本
作
雅
Ｂ
・
Ｃ
類
本
の
何
れ
に

本
に
は
Ｂ
類
本
に
存
せ
ぬ
李
嗣
京
の
序
文
が
Ａ
類
本
の
も
の
と
全

然
同
一
の
も
の
が
存
し
、
（
こ
Ａ
類
本
及
び
Ｃ
類
木
に
は
減
本
姓

氏
の
項
を
全
く
訣
い
て
ゐ
る
に
反
し
Ｂ
類
本
は
之
を
存
し
（
ホ
）
元

喩
考
捷
の
述
者
は
、
Ａ
類
本
に
於
て
は
、
李
嗣
京
と
な
っ
て
ゐ
る

の
に
、
Ｂ
・
Ｃ
で
は
何
れ
も
黄
國
綺
と
な
っ
て
ゐ
る
猫
で
あ
る
。

　

加
之
Ａ
類
本
と
Ｂ
・
Ｃ
類
と
は
更
に
他
の
勁
で
異
っ
だ
も
の
が

あ
る
。
国
表
に
は
示
し
て
な
い
け
れ
ど
も
、
元
来
十
行
本
明
刊
元

駒
に
於
て
は
何
れ
も
本
文
毎
春
の
春
初
に
は
必
ず
訂
者
正
、
參
閲

者
校
憚
者
、
の
名
が
列
し
て
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
Ｂ
・
Ｃ
類
に

於
て
は
總
て
、

　

山
淮
南
李
嗣
京
參
閔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　

問
西
極
文
翔
鳳
訂
正

　

同
慄
章
黄
國
玲
較
程

と
な
っ
て
ゐ
る
の
に
狽
り
Ａ
類
本
に
於
て
は
、

第
一
倦
は

　

出
巡
按
幅
建
監
察
御
史
臣

　

李
嗣
京
訂
正

　

開
分
守
建
南
道
布
政
使
臣

　

胡
維
霖
參
閲

　

向

　
　
　

知
建
陽
懸
事
臣

　

黄
國
碕
較
譚

と
な
っ
て
居
り
、
以
下
第
五
春
ま
で
問
の
條
が
Ｉ
々
異
っ
た
姓
名

に
な
っ
て
ゐ
る
。
即
ち

第
二
春
は

　

知
長
興
籐
事
臣

　

夏
尤
彝
參
閲

第
三
春
は

42－
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知
開
題
知
事
臣

　

曹
鼎
臣
參
間

第
四
倦
は

　

知
甑
寧
題
事
臣

　

孫
以
敬
參
閲

第
五
春
は

　
　
　
　
　
　
　

。

　

新
建
題
畢
人
臣

　

戴
國
士
參
閲

　

而
し
て
第
六
倦
以
下
は
如
上
０
順
序
で
五
春
目
毎
に
右
の
五
人

が
互
に
參
閲
者
と
な
っ
た
様
に
印
刻
し
て
あ
る
。
即
ち
】
六
で
絡

る
数
の
春
は
胡
維
霖
。
二
、
七
で
終
る
も
の
は
夏
允
彝
三
、
八
で

終
る
も
の
は
曹
鼎
臣
。
、
四
、
九
で
終
る
も
０
は
孫
以
敬
。
五
、
十

で
終
る
も
の
は
戴
國
士
ど
な
っ
て
ゐ
る
。
勿
論
間
々
夏
允
彝
曹
鼎

臣
戴
國
士
の
參
閲
す
可
き
番
の
倦
数
に
於
て
、
胡
維
霖
が
代
っ
て

參
間
者
と
し
て
刻
せ
ら
れ
且
胡
維
霖
は
往
々
胡
爾
包
と
な
っ
て
ゐ

て
恐
ら
く
維
霖
の
字
か
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
而
し
其
他
Ｏ

巻
に
於
て
は
前
述
の
様
な
順
序
は
結
局
終
巻
雙
化
す
る
所
が
無
い

様
で
あ
る
。

　

註

　

①
杉
本
直
治
郎
著
内
閣
文
庫
所
蔵
の
･
ｆ
ｔ
府
元
ａ
の
刊
本
と
寫
本
（
八
三

　
　

頁
下
段
八
四
頁
上
段
）
參
看
。

　

③
此
の
論
文
中
蔵
本
姓
氏
と
略
将
し
て
ゐ
る
の
は
、
常
に
Ｂ
類
に
の
み

　
　

存
す
ゐ
所
の
山
蔵
本
姓
氏
、
倒
初
閲
姓
氏
、
卯
絞
閲
姓
氏
、
陶
門
人
、

　
　

向
兄
弟
僅
等
の
姓
名
を
列
車
し
て
め
ろ
一
項
を
指
す
。

③
李
少
文
と
言
ふ
の
は
李
嗣
京
の
競
で
あ
る
。
後
逍
の
如
く
彼
は
揚
州

　

府
興
化
の
人
で
、
そ
の
末
裔
で
あ
ろ
前
清
の
李
凧
祚
の
建
蕎
と
言
ふ

　

書
に
。
先
少
文
公
嗣
京
（
泰
二
婚
根
逍
上
Ｊ
と
あ
り
、
黄
國
跨
の
再
言

　

の
中
に
も
「
壬
午
李
少
文
先
生
按
閔
一
の
語
が
あ
り
。
李
嗣
京
が
崇
頑
壬

　

午
の
頃
瓢
建
の
巡
按
監
察
御
史
む
り
し
こ
と
は
後
建
の
如
く
で
め
ろ
。

　

本
稿
四
十
五
頁
參
看
。

④
朱
印
の
文
章
は
本
稿
四
十
六
頁
參
看
。

　

近
衛
本
に
日
附
け
の
所
が
落
丁
し
て
ゐ
ろ
の
は
、
前
に
指
適
し
れ
。
板

　

木
は
爾
者
全
然
同
一
物
で
あ
ろ
。

　
　
　
　
　
　

四

　

同
じ
く
明
刊
本
と
考
へ
ら
れ
も
の
に
何
故
斯
る
相
異
が
存
す
る

○
で
あ
ら
う
か
。

　

今
岡
表
を
よ
く
観
察
し
て
ゐ
る
と
、
少
く
も
此
０
国
表
は
十
行

本
明
刊
元
輸
の
二
つ
の
大
き
な
系
統
を
暗
示
し
て
ゐ
る
様
に
思
は

れ
る
。
即
ち
そ
れ
は
Ａ
類
に
属
す
る
刊
本
及
び
Ｂ
・
Ｃ
類
に
屡
す

る
刊
本
の
二
大
別
で
あ
る
。
Ａ
類
に
属
す
る
も
の
は
徹
底
的
に
李

嗣
京
沓
正
と
言
ふ
主
張
の
下
に
、
明
崇
禎
モ
午
年
（
な
）
刊
行
ａ

れ
た
の
で
あ
り
、
Ｂ
・
Ｃ
類
就
中
Ｂ
類
に
属
す
る
も
の
は
反
對
に

徹
底
的
に
李
嗣
京
を
排
斥
す
る
考
の
下
に
少
く
も
甲
申
年
（
い
七
）

以
後
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
Ｃ
類
が
一
見
中
間
的
形
態
を
と
つ

て
ゐ
る
の
は
後
述
す
る
様
な
理
由
が
あ
る
か
ら
で
本
来
Ｂ
類
と
共
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に
李
嗣
京
を
四
Ｊ
す
る
考
の
下
に
刊
行
さ
れ
た
系
統
に
属
す
る
可

ｊ

　
　

き
も
の
と
思
ふ
。
換
言
す
れ
ば
此
０
二
系
統
０
中
、
Ａ
類
は
初
刊

本
の
系
統
と
考
へ
ら
れ
る
に
對
し
、
Ｂ
・
Ｃ
類
は
再
刊
及
び
三
刊

以
後
の
系
統
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

　

何
故
に
爾
か
言
ふ
か
と
な
れ
ば
、
Ａ
類
に
属
す
る
も
の
は
専
ら

崇
頴
壬
午
年
の
李
嗣
京
の
序
文
、
並
び
に
初
刊
本
を
朝
庭
に
奉
呈

す
る
時
め
掲
帖
（
作
ぺ
Ｅ
四
年
）
の
み
存
し
て
そ
れ
以
後
の
日
附
け

の
あ
る
も
の
は
一
つ
も
な
い
。
こ
れ
Ａ
類
本
が
崇
禎
壬
午
の
初
刊

本
の
系
統
に
属
す
る
も
の
た
る
こ
と
Ａ
Ｊ
明
示
す
る
も
０
で
あ
ら

う
。
然
る
に
、
他
の
Ｂ
・
Ｃ
の
二
類
は
何
れ
も
年
琥
を
記
し
て
ゐ

な
い
黄
國
埼
の
再
言
が
載
せ
ら
れ
、
而
も
そ
の
文
中
に
は
。

　
　

迫
甲
単
・
余
召
對
中
左
門
。
将
自
呈
復
痛
時
之
已
林
傷
哉
。

と
言
ふ
一
句
あ
り
、
甲
中
は
明
か
に
壬
午
よ
り
二
年
後
の
崇
禧
十

七
年
で
あ
る
。
即
ち
此
の
再
言
は
Ａ
類
が
属
す
る
壬
午
刊
本
の
初

刊
以
後
Ｂ
類
本
が
再
刊
行
さ
れ
た
時
に
、
初
め
て
黄
國
玲
が
補
っ

て
附
載
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
而
し
て
國
跨
は
此
の

際
、
初
刊
本
登
行
の
時
の
恐
ら
く
不
満
に
思
っ
て
ゐ
た
鮎
を
改
訂

し
た
０
で
あ
る
。
そ
の
改
訂
を
行
っ
た
要
鮎
は
次
の
如
き
も
の
で

あ
る
ｏ

　

国
文
翔
鳳
叙
を
第
。
一
に
附
載
す
る
と
共
に
李
嗣
京
序
、
掲
帖
、

　
　

を
排
除
し
併
せ
て
崇
頑
壬
午
０
年
就
あ
る
自
序
を
第
二
に
列

　
　

し
、
第
三
に
再
言
を
、
第
四
に
蔵
本
姓
氏
を
列
し
、
更
に
見

　
　

返
し
に
あ
る
李
少
文
先
生
皆
正
と
言
ふ
文
字
を
削
除
し
、
冊

　
　

府
元
亀
考
墟
一
〇
述
者
の
姓
名
を
自
己
の
も
の
に
受
更
す
る
こ

　

問
本
文
各
倦
初
の
訂
正
者
、
參
聞
者
、
較
憚
者
の
項
を
改
造
す

　
　

る
こ
と
。

元
来
文
翔
鳳
と
黄
國
埼
の
開
係
は
已
に
示
し
た
様
に
非
常
に
親
密

で
且
つ
師
弟
開
係
に
立
つ
て
ゐ
た
。
少
く
も
黄
氏
は
文
氏
を
師
と

　
　
　
　
　

②

仰
い
で
ゐ
た
。
叉
彼
等
が
冊
府
元
魁
を
校
合
す
る
に
富
つ
て
も
賓

に
二
十
年
の
長
い
年
月
を
費
し
て
相
協
力
し
た
次
第
は
、
文
叙
・

黄
國
琲
再
言
に
相
表
裏
し
て
述
べ
ら
れ
て
ゐ
似
故
に
順
富
に
行

け
ば
文
翔
鳳
叙
は
已
に
崇
頑
壬
午
刊
本
の
時
に
於
て
正
に
巻
頭
を

飾
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
脈
合
の
も
の
で
あ
る
。
黄
國
綺
も
そ
れ
を

庶
幾
し
た
に
違
ひ
な
い
。
然
る
に
何
故
崇
頑
初
本
刊
り
時
に
彼
が

全
然
退
け
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
は
疑
も
な
く
李
嗣

京
と
言
ふ
人
物
が
存
在
す
る
鴛
め
で
あ
る
。
李
嗣
京
に
就
い
て
は

嘉
慶
十
五
年
刊
本
の
重
修
揚
州
府
志
巻
四
十
七
の
人
物
志
に
捺
る

と
次
の
様
な
人
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

。

　
　

李
禦
（
匹
認
談
話
梵
）
罷
人
丿
塁
蕭
葦
ｔ
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七
差
河
東
巡
零
再
差
雲
ｍ
°
中
略
御
１
０
０

ｏ
　
　
ｏ
　
ｏ
ｏ
０

　
　

ヤ
差
竣
後
還
考
乙
酉
翁
莞
）
後
杜
門
絶
世
雙
曜
。

と
あ
4
＝
＼
、
叉
黄
國
綺
の
再
言
に
も
、

　
　

壬
午
李
少
文
先
生
按
関
。
具
胡
公
葉
山
、
郭
公
正
夫
。
服
制

　
　

氏
之
被
云
々
、

と
あ
り
、
按
幅
建
と
か
按
関
圭
日
ふ
の
は
Ａ
類
本
毎
巻
初
に
巡
按

幅
建
監
察
御
史
李
嗣
京
と
あ
る
様
に
、
脳
建
地
方
の
巡
按
監
察
御

史
た
り
し
こ
と
を
言
ふ
も
の
で
、
そ
の
邦
命
の
年
代
は
再
言
の
文

か
ら
考
゛
れ
ぼ
略
崇
偵
壬
午
（
い
五
）
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
・
そ
し

て
此
０
時
彼
は
相
営
の
金
額
を
支
出
義
拍
し
て
冊
府
元
聡
を
刻
板

せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
ど
れ
位
の
金
額
で
あ
っ
た
か
精
し
い
こ
と

は
不
明
で
あ
る
が
、
國
綺
再
言
の
末
尾
０
文
章
を
讃
ん
で
ゐ
る
と

　
　

至
仲
一
９
　
鴛
非
五
十
萬
銭
。
而
相
及
知
余
者
。
共
惟
揚
子
雲

　
　

乎

と
言
ふ
隠
微
な
る
文
章
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
そ
の
金
額
を
言
っ
て
ゐ

る
も
Ｘ
様
で
あ
る
。
か
Ｘ
る
巨
額
の
出
費
を
な
し
て
ゐ
る
が
故

に
、
彼
は
そ
の
代
償
と
し
て
相
富
な
る
も
？

い
。
即
ち
Ａ
類
刊
本
に
於
け
る
李
嗣
京
０
狽
舞
毫
的
現
象
は
そ
Ｏ

現
れ
と
見
得
る
様
で
、
恐
ら
く
國
碕
の
本
心
に
違
っ
て
校
合
に
於

け
る
戈
朔
鳳
訂
正
と
言
ふ
二
十
年
期
の
功
績
を
厭
殺
し
、
却
っ
て

自
ら
狽
り
美
名
を
貪
り
、
或
は
見
返
し
に
李
少
文
先
生
沓
正
と
稀

せ
し
め
、
或
は
倦
頭
第
一
に
自
己
の
撰
に
な
る
序
文
を
載
そ
、
又

自
己
０
名
に
於
て
朝
庭
忙
献
本
し
、
そ
、
の
掲
帖
を
安
挿
せ
し
む
る

等
凡
そ
響
む
可
ら
ざ
る
行
具
を
敢
て
な
し
た
も
の
Ｘ
如
く
で
あ

る
・
彼
の
這
般
０
心
事
は
、
掲
帖
、
及
び
近
衛
本
見
返
し
に
押
捺

さ
れ
た
奇
怪
な
る
朱
印
０
文
に
遺
憾
な
く
現
れ
て
ゐ
る
。
掲
帖
に

は
、

　
　

降
職
奉
命
按
閥
。
閔
有
建
陽
鵬
。
爾
宋
賢
朱
熹
等
講
道
之

　
　

郷
。
扇
有
書
坊
。
自
宋
迄
今
皆
埓
刊
刻
古
書
之
所
。
職
因
取

　
　

家
蔵
薔
本
。
行
分
守
建
南
道
胡
維
霖
勝
行
建
陽
鵬
知
謳
黄
國

　
　

碕
壁
毘
補
閥
。
職
具
道
餌
合
同
薪
直
。
爰
付
優
梨
云
々
、

と
あ
り
、
出
板
せ
る
元
砲
の
底
本
は
寛
に
自
己
０
家
蔵
な
る
が
如

く
言
ひ
、
そ
れ
を
黄
國
玲
等
に
命
じ
て
麓
託
補
閥
せ
し
め
た
如
く

言
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
文
翔
鳳
と
黄
國
碕
と
が
言
つ
て
ゐ
る
所
と

は
全
く
一
致
し
な
い
。
文
叙
黄
氏
再
言
に
攘
れ
ば
元
駒
刊
本
の
底

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥

本
は
明
か
に
成
都
楊
惧
ｏ
所
蔵
た
り
し
抄
本
で
あ
り
、
Ｂ
類
本
の

蔵
本
姓
氏
に
娘
れ
ば
左
の
如
き
原
流
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

揚
惧

　

成
都
人
内
府
抄
本
（
原
本
）

　
　

劉
態
秋

　

吉
水
人
抄
本
。
公
子
劉
公
同
升
借
鐙
。

　
　

孫
僥
示

　

高
揚
人
抄
本
。
公
孫
婿
質
爾
梅
借
誰
。
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劉
一
爆

　

南
昌
人
抄
本
。
公
次
子
劉
斯
緯
借
詮
。

　
　

傅
冠

　

進
賢
人
抄
本
借
誼
。

　
　

曹
學
栓

　

侯
官
人
抄
本
借
誼
。

　
　

郡
捷
春

　

閔
鋸
人
抄
本
借
誼
。

　
　

傀
元
略

　

上
虞
人
抄
本
借
讃
。

　
　

朱
謀
學

　

新
建
人
。
以
内
弟
徳
安
趙
公
帥
尹
抄
本
借
誼
。

　
　

鄙
讃
皇

　

侯
官
人
抄
本
借
誼
。

國
玲
の
再
言
に
も
明
瞭
に
、

　
　

原
本
出
成
都
楊
氏
。
誼
本
歴
高
陽
等
九
氏
。

と
あ
る
。
か
く
の
如
き
に
も
開
ら
す
李
嗣
京
が
何
ら
明
瞭
に
そ
の

自
家
本
に
對
す
る
校
合
の
経
過
を
報
告
す
る
ご
と
な
く
し
て
、
出

刊
本
の
底
本
が
自
家
薔
蔵
に
出
づ
る
を
主
張
す
る
は
解
し
難
き
心

事
で
あ
る
。

叉
例
の
朱
印
の
文
を
見
る
と
、

　
　

冊
府
一
書
。
自
有
宋
景
徳
中
輯
成
。
迄
今
六
百
一
十
七
年
。

　
　

秘
本
傅
録
。
閥
謬
相
乃
。
僕
幼
耽
墳
索
。
夙
時
蒐
羅
。
廿
載

　
　

苦
心
。
一
無
能
憾
。
註
恭
呈
天
府
。
廣
布
人
間
。
将
見
家
侈

　
　

郷
媛
。
架
騰
奎
璧
矣
。
少
文
謹
識
。

と
あ
る
。
こ
れ
も
奇
怪
な
る
文
で
、
第
一
元
焔
が
宋
ｏ
景
徳
中
に

輯
成
し
た
と
言
つ
て
ゐ
る
の
は
冊
府
元
飽
考
影
智
識
と
全
然
一

致
し
な
い
無
識
を
露
呈
し
た
も
０
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
考
へ
て
も

考
櫨
が
李
氏
の
撰
に
な
る
も
０
で
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、

更
に
迄
今
六
百
一
十
七
年
生
一
言
ふ
数
は
極
め
て
不
可
解
で
あ
る
。

Ａ
類
の
初
刊
本
は
明
か
に
崇
禎
壬
午
に
出
板
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
か
ら
、
李
氏
が
加
と
言
っ
て
ゐ
る
の
は
、
ど
う
し
て
も
壬
午
年

と
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
而
し
今
を
壬
午
年
と
す
れ
ば
そ
れ
か
ら

六
百
一
十
七
年
前
は
宋
の
員
宗
の
代
天
聖
四
年
と
な
ら
ね
ぼ
な
ら

ぬ
。
此
の
年
が
元
執
と
何
の
開
係
も
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

か
ｋ
る
不
明
確
は
暫
く
問
は
少
と
す
る
も
、
廿
載
の
歳
月
を
費
し

て
元
亀
を
校
合
し
た
る
は
寛
に
自
分
自
ら
で
あ
る
と
言
っ
て
ゐ
る

の
は
誠
に
驚
ろ
く
可
き
こ
と
で
あ
る
。
掲
帖
に
よ
れ
ぼ
璧
託
補
閥

し
た
の
は
黄
國
踏
で
あ
り
、
Ａ
類
本
の
毎
巻
初
に
よ
れ
ぽ
李
嗣
京

は
ｏ
　
　
ｏ
し
た
の
み
で
あ
る
。
然
る
に
此
の
朱
印
で
は
前
述
の
如
く

二
十
年
諸
本
を
蒐
羅
校
合
し
た
の
は
自
己
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の

言
誠
に
信
じ
難
い
。

　

黄
國
綺
は
初
刊
本
０
刊
行
時
に
於
け
る
李
嗣
京
の
斯
る
態
度
に

は
、
大
に
不
満
を
感
じ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
彼
が
再
刊
を

焉
す
場
合
に
は
彼
は
断
然
此
０
不
満
を
満
た
す
様
な
改
訂
を
加
へ

た
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
即
ち
こ
れ
が
Ｂ
類
本
に
於
け
る
現
象
と
な

っ
て
現
れ
た
と
思
は
れ
る
。
Ｂ
類
本
に
於
て
は
李
序
及
び
掲
帖
は
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全
く
姿
を
消
し
、
そ
０
代
り
に
第
一
に
文
叙
が
、
第
二
に
崇
祓
壬

　
　
　

⑦

午
國
玲
序
が
、
．
第
三
に
事
の
次
第
を
記
し
た
再
言
が
、
第
四
に
刊

本
の
来
歴
を
脆
明
す
る
蔵
本

影惶
等
０
項
が
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

そ
し
て
Ａ
類
木
０
見
返
し
に
あ
つ
た
李
少
文
先
生
墜
正
と
言
ふ
文

字
及
び
、
冊
府
元
鞠
老
鋪
０
末
尾
に
附
さ
れ
た
李
嗣
京
述
と
言
ふ

文
字
も
亦
不
都
合
極
ま
る
も
の
と
し
て
削
除
し
、
前
者
は
空
白
Ｏ

　
　
　
　

⑨
’

　
　
　
　

⑩

ま
ｘ
と
し
後
者
は
黄
國
跨
鎧
と
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

而
し
て
同
じ
理
油
に
よ
っ
て
毎
倦
初
に
あ
っ
た
訂
正
者
、
參
間

者
、
較
祥
者
０
姓
氏
に
も
愛
更
を
施
し
た
。
卸
ち
先
に
這
べ
た
様

に
Ｂ
類
Ｃ
類
に
於
て
は
此
部
が
全
然
Ａ
類
の
そ
れ
と
趣
を
異
に
し

　
　

⑥

て
ゐ
る
の
は
’
か
ｘ
る
事
情
が
伏
在
す
る
埓
め
で
あ
る
。

　

由
来
戴
國
士
を
除
く
胡
維
霖
、
夏
允
彝
、
曹
鼎
臣
、
孫
以
敬
ｏ

四
人
は
Ｂ
類
載
や
ら
れ
た
蔵
本
姓
氏
に
績
く
初
間
姓
氏
ｏ
項
に
も

畢
示
さ
れ
て
ゐ
る
人
々
即
冊
府
元
鞠
の
校
合
出
刊
に
営
っ
て
は
何

れ
も
、
少
し
は
闘
係
の
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ら
う
が
、
而
も

文
翔
鳳
を
差
置
い
て
ま
で
、
校
闘
者
の
一
人
と
し
て
其
の
名
を
掲

げ
ら
れ
る
程
ｏ
者
で
な
い
こ
と
も
亦
確
か
で
あ
ら
う
。
胡
夏
曹
孫

及
黄
氏
は
李
嗣
京
が
頴
建
の
巡
按
監
察
御
史
で
あ
っ
た
頃
、
何
れ

も
同
じ
頴
建
の
地
方
の
官
吏
を
し
て
居
り
、

９
　
に
對
し
て
は
畏

れ
か
し
こ
む
可
き
地
位
に
立
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
特
に
黄
氏
は
元

亀
０
出
刊
に
際
し
て
李
氏
か
ら
巨
額
。
の
出
梢
を
受
け
て
ゐ
る
か

ら
、
李
氏
に
對
し
て
は
非
常
に
遠
慮
す
可
き
立
場
に
立
た
さ
れ
て

ゐ
た
筈
で
あ
る
。
李
氏
は
此
處
に
乗
じ
て
、
恐
ら
く
自
己
０
腹
心

で
あ
っ
た
ら
う
所
０
前
記
四
氏
を
し
て
參
間
者
と
し
て
毎
巻
に
刻

列
せ
ら
れ
る
の
槃
巻
を
荷
は
し
め
た
も
の
で
あ
ら
う
。
先
拡
示
し

た
様
な
Ａ
類
本
に
於
け
る
參
問
者
０
順
序
は
飴
り
に
非
賞
際
的
で

は
な
か
ら
う
か
。
か
ｘ
る
非
賞
際
的
な
參
間
の
や
り
方
は
恐
ら
く

行
は
れ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
私
は
Ａ
類
本
の
此
の
參
閔
姓
氏
の

刻
列
の
仕
方
は
全
く
ノ
ミ
ナ
ル
な
も
の
で
、
何
等
賓
際
に
卸
し
て

記
せ
ら
れ
た
も
０
で
は
な
い
と
考
へ
る
。
帥
ち
こ
れ
は
李
嗣
京
Ｏ

意
圖
に
よ
っ
て
、
彼
等
五
人
の
腹
心
が
元
他
校
合
出
刊
の
柴
響
の

分
前
に
具
っ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
以
外
０
何
者
で
も
な
か
ら
う

か
と
思
ふ
。
殊
に
戴
國
±
０
如
き
は
國
跨
が
補
載
し
た
Ｂ
類
本
Ｏ

初
間
姓
氏
の
項
に
も
そ
の
名
の
見
へ
ね
者
で
、
恐
ら
く
李
氏
一
涙

の
取
倦
き
連
の
一
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
へ
考

へ
ら
れ
る
。

　

而
し
て
國
碕
が
再
刊
の
時
に
あ
た
っ
て
何
故
か
く
も
大
改
訂
を

行
ひ
得
た
か
と
言
ふ
に
、
此
の
再
刊
は
少
く
も
崇
禎
甲
申
以
後
に

行
は
れ
た
も
０
で
あ
る
が
、
李
嗣
京
は
元
他
出
刊
後
間
も
無
く
幅

建
の
巡
按
監
察
御
史
の
職
を
退
き
、
乙
酉
（
一
一
一
　
　
一
一
）
以
後
社
世
事
を
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⑨

絶
っ
て
郷
里
に
隠
棲
し
て
居
り
、
最
早
や
國
埼
等
に
對
し
て
賞
際

的
権
威
を
失
っ
て
ゐ
る
０
で
、
そ
こ
で
國
綺
も
今
や
何
の
遠
慮
も

な
く
、
そ
の
欲
す
る
所
に
従
ひ
李
氏
の
横
暴
を
排
除
し
得
た
も
の

と
思
ふ
。

　

而
し
て
先
に
も
述
べ
た
様
に
Ｃ
類
に
属
す
る
関
本
一
四
一
八
琥

は
一
見
一
種
０
中
間
形
態
の
相
を
示
知
序
が
撥
ほ
第
二
位
に
賤

り
、
蔵
本
姓
氏
は
訣
如
し
て
ゐ
る
。
そ
の
他
は
私
類
と
１
　
く
同
じ

い
。
こ
れ
は
前
述
０
事
情
か
ら
考
へ
て
、
決
し
て
具
に
Ｃ
類
本
が

Ａ
・
Ｂ
類
の
中
間
に
位
す
る
形
態
を
持
っ
て
ゐ
る
０
で
は
な
く

て
、
却
っ
て
Ｃ
類
磐
二
刊
以
後
０
も
の
で
あ
る
た
め
、
後
人
誤
っ

て
李
序
を
復
活
せ
し
め
、
叉
蔵
本
姓
氏
の
項
は
、
巳
に
早
く
も
原

板
錯
落
の
埓
め
に
喪
失
し
て
ゐ
る
が
埓
め
に
起
っ
た
奇
型
と
も
言

ふ
可
き
形
態
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
撒
ほ
此
０
鮎
に
闘
し
後
述
す

る
所
を
參
暁
せ
ら
れ
度
‰

諒①
本
稿
四
十
八
頁
及
ぴ
五
十
頁
參
看
。

⑦
本
稿
三
十
八
頁
詫
②
③
參
看
。

＠
同
前
參
看
。

＠
子
鍔
以
西
漢
末
の
梅
錆
の
字
で
も
ら
う
が
、
此
の
人
と
揚
雄
と
の
闘
係

　

は
予
不
敏
に
し
て
未
だ
こ
れ
奄
知
ら
な
い
。
た
ゞ
仲
元
と
言
ふ
は
法

　

言
倦
八
淵
誉
篇
（
五
宦
註
本
に
稼
る
’
）
に
、

　

或
人
問
。
子
蜀
人
也
。
請
人
。
日
有
季
仲
元
。
皿
一
万
匹
皿
四
大
其

　

認
人
也
奈
何
。
日
不
屈
其
意
。
不
累
其
身
。
日
是
夷
恵
之
徒
殿
。
日

　

不
夷
不
忠
。
可
否
之
間
也
。

　

と
め
石
人
で
、
雄
は
李
仲
元
が
時
の
義
に
隨
ふ
こ
と
鳳
の
如
き
も
の

　

あ
る
に
傾
倒
し
。
伯
夷
甲
柳
下
忠
よ
り
高
次
の
人
格
者
で
あ
ろ
と
し

　

て
ゐ
る
。
黄
國
埼
は
此
の
故
事
４
　
援
用
し
、
仲
元
を
揚
雄
が
推
賞
し

　

て
ゐ
ゐ
の
は
決
し
て
、
自
分
の
場
合
に
於
け
ろ
如
く
五
十
萬
銭
等
と

　

言
ふ
金
銭
の
問
題
と
比
較
に
な
る
話
し
で
は
な
い
の
だ
が
、
而
し
時

　

の
宜
に
従
っ
て
前
に
は
李
嗣
京
に
従
ひ
。
今
は
之
を
排
す
ろ
心
持
ち
は

　

揚
雄
の
如
き
人
の
み
が
知
石
所
だ
ら
う
と
言
ふ
隠
微
の
言
で
あ
ゐ
。

　

五
十
萬
賤
は
、
ど
う
し
て
も
李
嗣
京
梢
出
の
元
ａ
出
刊
費
と
解
す
可

　

＾
J
-
Ｗ
３
Ｓ
＼

>
構
で
＊
^
Ｑ
。

④
此
の
抄
本
が
文
翔
鳳
の
手
に
渡
っ
･
i
-
i
超
過
は
文
叙
に
詳
し
い
。
久
本

　

稿
三
十
九
頁
註
⑧
參
看
。

④
舒
府
元
ぬ
考
嫁
に
は
玉
海
、
文
献
通
考
を
引
い
て
、
此
の
書
が
宋
の

　

景
徳
二
年
九
月
よ
り
凡
そ
八
年
に
し
て
完
成
し
。
大
中
評
符
六
年
八

　

月
王
欽
若
等
之
を
朝
庭
に
奉
献
し
む
次
第
を
建
べ
て
ゐ
ろ
。

⑦
黄
國
跨
の
校
合
者
と
し
て
の
功
績
は
李
嗣
京
と
雖
も
無
覗
出
来
雛
か

　

っ
む
で
あ
ら
う
。
故
に
Ａ
類
本
に
毎
巻
初
に
は
知
建
陽
豚
事
臣
黄
國

　

踏
較
稀
と
堂
々
署
名
ゼ
し
め
て
ゐ
ゐ
の
で
め
ゐ
。
飲
に
國
跨
の
崇
頑

　

壬
午
序
文
も
、
初
刊
本
の
時
彼
が
褐
載
し
？
つ
と
欲
し
さ
へ
す
れ
ぼ
、

　

掲
載
出
来
む
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
ふ
。
事
賞
褐
載
す
ろ
考
へ

　

で
巳
に
壬
午
年
に
成
稿
が
お
つ
む
で
i
Q
ら
う
が
、
ａ
ｖ
f
-
ｓ
-
李
氏
に
對

　

す
る
慮
り
か
ら
、
之
が
掲
載
を
躊
躇
し
む
も
の
で
も
ら
う
。
Ｂ
類
本
刊

　

行
の
時
に
は
斯
ろ
事
情
は
最
早
や
存
し
な
か
っ
む
の
で
。
そ
の
成
稿
を

　

常
時
の
年
魏
の
ま
>
褐
載
し
む
も
の
と
思
･
Ｈ
れ
X
J
。
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⑧
國
埼
は
此
の
蔵
本
姓
氏
並
び
初
閤
続
閲
諸
氏
の
姓
名
を
列
畢
す
ろ
こ

　

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
刊
行
本
の
原
液
を
明
か
に
せ
ん
と
の
意
圖
を
有
し

　

丈
ゐ
れ
。
そ
の
こ
と
は
彼
の
再
言
の
中
に
、

　

原
本
出
成
都
楊
氏
。
謄
本
歴
高
陽
等
九
氏
。
曹
漢
俺
興
以
経
學
顔
。

　

而
必
表
其
所
自
出
於
丁
恭
之
門
。
殴
宋
同
刺
唐
書
。
循
例
殴
稿
署
名

　

乃
日
宋
公
於
我
以
前
輩
。
且
用
力
於
此
書
甚
深
。
何
敢
漫
也
。
閃
並

。
暑
焉
ｏ
則
余
之
更
定
較
閲
姓
氏
。
歩
鍾
渉
欧
。
不
敢
負
本
事
也
。
云
■
＾

　

と
め
ろ
に
依
っ
て
知
ら
れ
ろ
。
蔵
本
姓
氏
等
の
項
に
李
嗣
京
の
所
蔵

　

本
に
開
し
て
、
一
言
も
ふ
れ
て
ゐ
な
い
の
は
宜
な
ゐ
哉
と
思
は
れ

　

ろ
。
前
引
文
の
綬
き
に
晋
一
於
仲
元
子
具
云
４
と
揃
め
て
隠
微
の
言
を

　

建
べ
て
ゐ
ろ
の
は
。
李
嗣
京
排
斥
の
隠
さ
れ
■
w
≪
)
爪
で
あ
ゐ
と
思
ふ
。

　

猶
本
章
詫
④
參
看
。

⑥
本
稿
四
十
こ
頁
參
看
。

⑩
内
閣
丈
庫
に
二
種
の
明
抄
本
が
あ
ろ
が
、
そ
の
一
方
に
冊
府
元
戯
考
嫁

　

が
存
し
、
そ
れ
は
令
然
明
刊
本
と
同
一
の
も
の
で
i
i
？
>
Ｑ
。
杉
本
氏
は
雨

　

者
に
存
す
ろ
此
の
考
禄
は
そ
の
内
容
の
構
成
か
ら
考
へ
て
何
等
黄
國

踏
迦
を
聊
つ
ま
で
の
も
の
で
な
い
と
さ
れ
■
ｙ
ｉ
。
ユ

Ｉ
下
段
）
私
は
刊
本
考
禄
と
抄
本
考
禄
と
の
開
係
を
．
速
断
し
粂
れ
る

の
で
≪
≪
<
5
け
れ
ど
も
旱
に
推
測
だ
け
を
許
さ
れ
乙

揆
つ
ま
で
の
も
の
で
な
い
と
さ
れ
た
。
（
羅
談
混
謔

）
私
は
刊
本
考
禄
と
抄
本
考
禄
と
の
開
係
を
。
速
断
し
粂
れ
る

　

ら
く
刊
本
考
嫁
に
よ
っ
て
、
後
か
ら
補
w
れ
む
も
で
は
な
い
か
と
思

　

ふ
。
若
し
此
の
考
へ
が
許
さ
れ
ｙ
ぱ
明
刊
本
の
考
擦
は
恐
ら
く
國
埓

　

の
手
に
よ
っ
て
編
纂
ｔ
ｎ
れ
た
も
の
で
め
ら
う
。

　

Ａ
類
本
の
考
禄
逍
者
が
李
嗣
京
と
な
っ
て
ゐ
ろ
の
は
、
巳
に
逸
べ
む
禄

　

に
全
く
李
嗣
京
の
悪
趣
味
に
出
■
ｙ
ｉ
-
≫
の
で
あ
ろ
。

＠
本
稿
四
十
二
頁
一
三
頁
參
看
。

＠
胡
維
霖
新
昌
人
、
夏
允
彝
喜
善
人
、
曹
鼎
臣
如
皐
人
、
‘
孫
以
敬
太
倉

　

人
と
あ
り
。

⑩
本
稿
四
十
二
頁
－
三
頁
参
看
‘
。

＠
本
稿
四
十
四
頁
引
用
揚
州
府
志
の
文
參
看
。

⑩
本
稿
四
十
三
頁
－
四
頁
參
看
。

⑩
本
稿
五
十
頁
參
看
。

　
　
　
　
　
　

五

　

元
亀
の
明
板
出
刊
に
際
し
て
は
、
如
上
の
様
な
事
賓
が
存
し
て

ゐ
る
０
で
あ
る
が
、
國
埼
は
Ｂ
類
本
の
刊
行
に
富
つ
て
内
容
に
闘

し
て
は
毫
も
Ａ
類
本
を
改
訂
す
る
所
が
な
/
一
つ
た
か
ら
、
初
刊
本

と
再
刊
本
と
ひ
間
に
。
内
容
的
相
異
は
先
づ
絶
無
と
断
定
出
来
る

様
に
思
ふ
。
勿
論
毎
倦
々
頭
の
參
間
者
。
訂
正
者
。
校
稼
者
の
項

を
改
刻
す
る
鴛
め
に
、
毎
巻
の
第
一
葉
本
文
は
Ａ
類
木
を
華
刻
し

て
あ
る
こ
と
は
事
賞
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
爾
め
に
本
文
が
受
改
さ

れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
先
づ
無
い
様
で
あ
る
。
而
し
Ａ
類
本
は
初
刊

本
で
あ
り
、
叉
大
部
分
は
Ｂ
・
Ｃ
類
及
び
清
代
の
諸
重
刊
本
の
原

板
で
あ
る
し
、
現
存
の
敷
も
非
常
に
少
な
い
と
言
ふ
燃
で
尊
重
す

る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
Ａ
類
本
が
所
蔵
さ
れ
て
ゐ
る
所
は
寡
聞

に
し
て
訟
り
知
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
我
邦
で
は
静
嘉
堂

及
び
近
衛
文
庫
位
０
も
の
で
あ
ら
う
。
民
國
で
は
現
存
し
て
ゐ
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
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而
し
て
黄
國
琲
の
Ｂ
類
本
に
よ
口
て
面
目
を
改
ぬ
た
明
科
の
原

丿

　

板
は
、
清
時
重
刊
本
な
る
康
肺
壬
子
刊
本
の
黄
九
錫
の
飯
に
従
へ

　
　

ば
、
庚
子
卸
ち
明
０
永
暦
十
四
年
に
火
災
に
遭
っ
た
篤
め
錯
落
す

　
　

る
も
０
が
多
か
っ
た
。
九
錫
等
は
之
を
補
綴
し
て
所
謂
康
煕
刊
本

　
　

を
出
刊
し
た
。
内
藤
戊
申
君
及
び
私
が
冊
府
元
鞄
の
外
臣
部
、
奉

　
　

使
部
０
索
引
編
纂
の
埓
め
に
用
び
た
底
本
は
、
内
藤
博
士
の
所
蔵

　
　

に
か
I
>
f
る
康
煕
刊
本
で
あ
っ
た
。
而
し
此
ｏ
本
は
時
こ

　
　

す
る
様
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
外
臣
部
第
九
百
八
十
六
巻
の
第
二
十
五

　
　

葉
は
読
失
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
東
方
文
化
學
院
京
都
研
究
所
々

　
　

蔵
の
康
煕
刊
本
に
於
て
も
、
同
じ
く
読
失
し
て
ゐ
る
の
で
、
決
し

　
　

て
軍
な
る
落
Ｔ
Ｏ
類
を
以
っ
て
考
ふ
可
き
で
は
な
い
。
こ
れ
は
正

　
　

に
原
板
そ
？

　
　

は
其
の
後
も
大
い
に
殺
生
し
た
ら
し
く
乾
隆
重
刊
本
に
寄
せ
た
丁

　
　

序
賢
０
小
引
に
も
、

　
　
　
　

今
年
（
作
堆
四
戌
）
夏
薄
遊
金
陵
・
於
著
書
肆
中
・
見
残
読
敷

　
　
　
　

本
。
開
所
従
来
則
曰
黄
氏
之
子
孫
自
臭
門
負
叙
板
。
以
求
曾

　
　
　
　

者
五
年
矣
。
時
坊
友
王
君
勝
鳴
中
略
蓋
以
牛
價
貿
之
。
伴
得

　
　
　
　

復
還
其
子
孫
。
逍
板
錨
坊
後
。
失
去
者
百
敷
十
篇
。
其
中
轟

　
　
　
　

蝕
残
読
者
不
可
勝
計
云
々
、

　
　

と
あ
る
の
は
、
以
っ
て
そ
れ
を
推
測
す
る
に
足
る
。
乾
隆
重
刊
本

ぽ
加
Ｘ
る
腿
訣
本
を
雛
１
　
檜
修
し
た
も
ひ
で
お
る
が
、
内
容
を
見

て
ゐ
る
と
往
々
Ａ
類
０
初
刊
本
を
幕
刻
し
た
も
の
が
挿
入
さ
れ
て

ゐ
て
、
黄
國
玲
が
Ｂ
類
刊
行
の
時
創
っ
た
各
巻
初
の
參
閲
者
の
名

が
、
此
の
重
刊
本
に
そ
の
ま
ｋ
現
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と

へ
ば
京
大
東
洋
史
研
究
室
所
蔵
の
乾
隆
重
刊
本
で
は
、
第
四
倦
第

五
巻
及
び
第
三
十
二
倦
下
等
は
そ
の
ほ
ん
の
一
例
で
あ
る
。
こ
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

こ
と
は
早
く
已
に
岡
本
況
膏
も
記
し
て
ゐ
る
所
で
あ
る
が
、
而
し

氏
は
未
だ
こ
れ
が
Ａ
類
本
の
拿
刻
に
由
来
す
る
こ
と
に
は
気
付
い

て
ゐ
な
い
し
ヽ
且
つ
氏
は
た
ｙ
第
三
十
二
倦
下
の
一
條
に
の
み
注

意
し
て
他
に
は
言
及
し
て
ゐ
な
い
。
而
し
氏
か
も
つ
と
多
く
他
の

部
分
を
検
覆
し
た
ら
撒
ほ
幾
つ
も
此
の
例
は
登
見
さ
れ
た
で
あ
ら

　

而
し
て
清
時
の
康
煕
・
乾
隆
重
刊
本
に
就
い
て
注
意
す
可
き
愁

は
、
蔵
本
姓
氏
の
項
が
全
然
訣
如
し
て
ゐ
る
こ
と
及
び
李
嗣
京
の

掲
帖
が
再
び
蘇
生
し
て
復
刻
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
蔵
本
姓

氏
の
項
の
錯
落
は
已
に
Ｃ
類
に
属
す
る
も
０
、
恐
ら
く
第
三
刊
以

後
の
系
統
の
頃
か
ら
始
つ
た
ら
し
い
。
故
に
Ｃ
に
葛
す
る
閣
本
一

四
一
八
銃
に
は
そ
れ
を
訣
き
以
後
永
久
に
消
失
し
て
ゐ
る
。
叉
李

氏
の
掲
帖
が
復
活
し
て
ゐ
る
の
は
、
こ
れ
も
そ
の
前
兆
は
已
に
三

刊
以
後
の
系
統
に
萬
す
る
Ｃ
類
本
あ
た
り
か
ら
著
れ
て
ゐ
る
様
で
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あ
る
。
と
言
ふ
の
は
一
旦
排
除
さ
れ
た
李
氏
の
序
文
が
Ｃ
類
祀
復
”

活
し
て
ゐ
る
如
き
が
そ
れ
で
、
年
月
の
経
つ
ま
ｘ
に
、
黄
國
玲
が
ヽ
一

李
序
、
李
氏
掲
帖
、
見
返
し
の
肩
書
等
一
般
に
李
氏
ｏ
名
を
排
除

し
た
理
由
が
忘
れ
ら
れ
、
後
人
無
識
、
無
知
の
間
に
之
を
復
活
し

た
も
の
で
あ
ら
う
。
現
に
黄
九
錫
の
如
き
は
李
少
文
と
文
太
青
の

区
別
さ
へ
つ
か
す
、
李
太
青
と
言
ふ
珍
妙
な
人
物
を
作
り
上
げ
て

ゐ
‰

こ
れ
如
上
の
推
測
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
ｏ
で
あ
る
。
故

に
國
綺
が
か
１
つ
て
不
都
合
極
ま
る
も
の
と
し
て
排
除
し
た
掲
帖
が

清
重
刊
本
に
再
び
蘇
生
復
刻
さ
れ
て
ゐ
る
の
も
、
斯
る
所
に
そ
の

事
情
が
ひ
そ
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。

　

註

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ

　

①
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
。
岡
本
況
斎
先
生
邁
稿
「
冊
府
元
・
顛
末
孜
」
｛
寫

　
　

本
｝

　

⑧
康
煕
壬
子
刊
本
の
黄
九
錫
跳
に
上
略
石
公
叔
日
…
…
惟
冊
府
一
書
曾

　
　

同
李
太
青
先
生
校
正
誹
託
云
々
と
言
づ
て
ゐ
ろ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

　
　
　
　

明
刊
本
元
亀
は
初
め
か
ら
五
繍
堂
と
言
ふ
書
肆
に
よ
る
坊
刻
木

　
　
　

で
あ
っ
て
、
Ａ
類
に
属
す
る
近
衛
本
の
見
返
し
に
は
ｗ
繍
堂
梓
と

Ｉ

　
　

刻
し
て
あ
る
。
五
繍
堂
が
如
何
な
る
書
肆
か
は
っ
き
り
し
な
い
け

が
・

　

松
ど
も
李
嗣
京
０
楕
帖
に
｀

聞
有
建
陽
臨
写
嘴
、

　
　
　

・
ヽ

　
　

予
亥

　
　

－

所
。
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

と
あ
る
文
か
信
ぜ
ら
れ
、
且
つ
そ
れ
が
此
Ｑ
'
ｒ
ｆ
ｉ
繍
堂
を
指
す
と
す

れ
ば
五
繍
堂
と
言
ふ
書
肆
は
非
常
に
古
る
い
店
で
あ
る
こ
と
が
判

る
。
Ｂ
類
。
０
再
刊
も
亦
五
繍
堂
で
行
は
れ
た
こ
と
は
、
関
本
０
Ｉ

類
本
の
見
返
し
か
ら
で
も
明
か
で
あ
ら
う
。
而
る
に
先
に
も
瑞
べ

た
様
に
明
の
永
暦
十
四
年
に
書
肆
が
火
災
の
厄
に
遭
ひ
板
木
も
素

よ
り
焼
失
す
る
も
Ｑ
多
か
っ
た
が
、
書
肆
部
五
繍
堂
其
も
の
も
大

打
撃
を
蒙
っ
た
ら
し
く
、
康
煕
重
刊
本
な
る
閣
本
書
番
一
二
八
六

九
鏡
一
六
二
二
四
鏡
の
見
返
は
全
然
初
刊
再
刊
常
時
の
も
の
と
異

っ
て
居
り
、
名
義
は
依
然
五
繍
堂
の
蔵
板
と
な
っ
て
は
ゐ
る
が
、

殺
兌
は
全
然
別
個
０
書
肆
で
あ
る
。
即
ち
一
六
二
二
四
鏡
の
見
返

し
右
傍
下
部
に
は
。

　
　

姑
蘇
関
門
月
城
内
遺
経
堂
書
坊
殺
兌
、

と
言
ふ
朱
印
が
押
さ
れ
て
ゐ
る
’
。
こ
れ
は
Ｉ
Ｌ
六
六
九
鏡
の
方
に

は
、
全
然
無
い
け
れ
ど
も
、
此
の
押
印
に
よ
っ
て
考
へ
ら
れ
る
事

は
少
く
も
一
六
二
二
四
鏡
の
一
属
以
後
刊
本
の
出
る
頃
に
は
、
五

繍
堂
は
已
に
そ
の
元
他
殺
兌
の
権
利
を
喪
失
す
る
程
に
零
落
し
て

ゐ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
鄙
亭

知
見
傅
本
書
１
　
（
巻
十
）
に
冊
府
元
他
に
就
い
て
康
煕
壬
子
五
誘
堂
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２

　
　

刊
本
と
の
み
あ
る
の
は
全
然
此
の
鮎
を
無
脱
し
た
記
載
と
言
ふ
可

が

　
　

き
で
あ
ら
う
・
杉
本
直
治
郎
氏
０
御
教
示
に
従
ふ
と
廣
嶋
の
文
理

　
　
　

大
學
に
は
嘉
慶
甲
戌
０
重
修
本
が
存
す
る
が
、
こ
れ
は
如
何
な
る

　
　
　

書
肆
か
ら
我
兌
さ
れ
た
も
の
か
知
ら
な
い
。
而
し
て
京
城
大
學
の

　
　
　

大
谷
勝
翼
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
氏
の
・
御
所
蔽
の
元
駒
は
道
光

　
　
　

丙
午
重
修
刊
本
で
あ
り
、
そ
の
見
返
の
形
式
は
康
煕
重
刊
本
よ
り

　
　
　

更
に
便
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
明
西
極
文
氏
原
本
等
と
言
ふ
訟
り

　
　
　

精
確
と
は
言
は
れ
な
い
文
字
さ
へ
記
さ
れ
て
ゐ
る
０
で
あ
る
。
此

　
　
　

の
本
は
已
に
全
然
五
繍
堂
と
の
開
係
は
絶
へ
て
ゐ
る
如
く
、
た
尺

　
　
　
　
　

道
光
丙
午
年
重
修
。
版
蔵
片
善
堂
。

　
　
　

と
言
ふ
隷
書
醒
０
記
載
が
あ
り
、
板
木
は
全
て
片
善
堂
の
有
に
踪

　
　
　

し
て
ゐ
る
０
で
あ
る
。
か
く
０
如
き
は
書
肆
の
条
枯
を
通
じ
て
近

　
　
　

世
に
於
け
る
経
済
史
開
係
の
研
究
に
興
味
あ
る
資
料
を
提
出
し
て

　
　
　

ゐ
る
も
０
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　

終
り
に
臨
み
本
稿
を
草
す
Ｋ
!
に
あ
む
り
一
方
な
ら
ぬ
御
世
話
に
な
つ
む

　
　
　
　

羽
田
亨
博
士
。
倉
石
武
四
郎
氏
、
大
谷
勝
具
氏
、
杉
本
直
治
郎
氏
等
及

　
　
　
　

び
内
閣
文
庫
静
嘉
堂
文
庫
の
見
學
に
特
別
の
便
宜
を
具
へ
ら
れ
む
東
方

　
　
　
　

文
化
學
院
京
都
研
究
所
の
御
厚
志
に
對
し
深
厚
≪
X
3
感
謝
４
　
捧
げ
ゐ
も

　
　
　
　

の
で
≪
Ｋ
!
。

追
記

　

本
稿
校
了
後
杉
本
氏
か
ら
廣
島
文
理
科
大
學
所
蔵
の
嘉

慶
甲
戌
重
修
元
麹
に
就
い
て
御
知
ら
せ
を
受
け
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
「
明
西
極
文
氏
原
木
」
と
言
ふ
誤
り
は
已
に
嘉
慶
刊
本
の
時
に

始
ま
り
、
版
は
藤
華
樹
と
言
ふ
書
店
に
蔵
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
右
一
寸
追
記
す
る
。

日
本
寄
語

　
　
　

（
前
腕
六
四
頁
よ
り
績
く
）

姉妹弟嫂兄母父婆大公百官皇Å

　　　　　　　　　　　　　

官

　　

姓

　　

帝物

亜一亜多阿尤阿挨音阿翁楢野大翁常別野大王大類
尼良尼

　

多尼尼尼音爺妃婆雄大

　

知

　

姑雄米家利

　

多多

　　　　　　　　　　　　

鳥

　　　　　

・烏里天
ア

　　

トオヨアアーハオ

　

オ

　　　

オ､シパ

　　

⌒
ネイア

　

トメニニヽヤ

　

ウ

　

？

　　

ヂョク？ダぎ

　

モネ

　　　　　　　　　　

バ

　　　

？ウ

　　

イノダ、

　

トト

　　　　　　　　　　

？

　　　　　　　　

ミｌイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ウ？リ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

テ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｙ

丈叔丈丈孫女姪子

　

熔
夫

　

母人

完
多

ヲ

壽老何謬子子何阿眼莫何爵莫

山老治

　

多多冷笑⌒宿義

　

宿

　

前王

　　　　　

眠

？

　　

メツツ

　

？こ

　

オコム
ト
（
お
と
ゞ
と
よ

　
　

｀
め
？
）

スィ

　

ム
ス

　

メ
トト？オ

　

ヂ
し
う
と

し
う
と

め？

前
臍
掲
載
分
の
蹟
み
方
が
甚
だ
拙
い

と
住
吉
の
大
先
生
に
叱
ら
れ
1
1

'
/
r
、

今
跨
分
、
愈
４
出
で
よ

し
い
。
其
の
う
ち
機
か
看
て
懇
切
な

名
大
先
生
の
御
教
示
を
仰
ぐ
つ
も
リ

で
は
ゐ
ろ
が
、
讃
者
諸
賢
に
も
亦
崖

分
の
出
力
を
お
願
ひ
し
変
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
公
羊
子
）

― 52 -


